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パソコン接続マニュアルについて 

本マニュアルでは、 F - 日1 E でデータ通信をする隙に必要な事項についての説 
明をはじめ、 「 F 日 MA 通信設定ファイル」「ドコモコネクションマネージャ」 

のインス I -ール方法などを説明しています。 

お使いの環境によっては操作手順や画面び一部異なる場合びあ0ます。 
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データ通信 


FOMA 端末とパソコンを接続して利用できる通信お劇ま、データ転送 （0 日 ex ™ 通信)、バケッ 
卜通信、巨 4 K データ通信に分類されまず。 

-パソコンと接続してパケット通信や巨 4 K データ通信を行ったり、電話帳などのデータを編集したりするに 
は、ドコモのホームページからソフトをダウン□ー ドし、インス!-ールや各種設定を行ラ必要びあります。 

-海がでパケット通信を斤う場含は、 IP 接続で行ってください （ PPP 接続ではパケット通信できません)。ま 
た、海外では 64 K データ通信は利用でをません。 

• FOMA 端末は、 FAX 通信や Remote Wakeup には対応しておりません。 

❖データおを （ obex ™ 通信） 


画撒や音楽、電話帳、メールなどのデータを、他の FOM 冉端末やパソコンなどとの間で送受信します。 

-乾送方法により送受信でさるデータび異なります。転送方法ごとの送受信巧能なデータについては 、 FOMA 
端末の「取扱説明書（詳細版)」 （ PDF ファイル）をご覽ください。 



USB ケースレ接続 
microSD 力ード 
ドコモケータイ datalink 


❖パケツト通信 


インターネットに接続してデータ通信（パケット通信）を行います。 

送受信したデータ量に応じて課金されます。ネットワークに接続していてち、データの送受信を行っていない 
とさには通信料びかからないため、ネットワークに接続したまま必要なとさにデータを送受信するといラ使い 
かたびでをます。 

ドコモのインターネット接続サービス m 叩 era U など、 FOMA パケット通信に対応したアクセスポイントを利 
用して、受信最大 7.2 Mbps 、 送信最大已 .7 Mbps の高速パケット通信びでをます。通信環境や混雑状況の影響 
により通信速度び変化するベストエフオート方式による提おです。 

画撒を含むホームページの閲覧やデータのダウン□ードなど、データ量のをい通信を行った場をには通信料び 
高額になりますのでご注意ください。 

《 F 日 K / IAA イスピードエリアがや H に H - SPEED に対応していないアクセスポイントに接続ずるとき、または 
H に H - SPEED に対応していない機器をご利巧の場含、通信速度び遅くなることびあります。 

《巨 luetooth 接続の場合、 FOMA 端末の通信速度は八イスピード用の通信速度になりますび、巨 luetooth 機器 
間の通信速度に限界びあるため、最大速度では通信でをない場合びあります。 

X 受信最大 7.2 Mbps 、 を信最大巳. 7 Mbps とは技術規格上の最大値であり、実隙の通信速度を示すちのではあ 
りません。実隙の通信速度は、ネットワークの混み具合や通信環境により異なります。 





















❖ 64 K データ通信 


インターネットに接続して白41<データ通信を行います。 

データ量に関係なく、ネットワークに接続している時間の長さに応じて課金されます。ドコモのインターネッ 
卜接続サービス mopera U など、 F 0 MA 64 K データ通信に巧応したアクセスポイント、または ISDN 同期目 4 K 
のアクセスポイントを利用でさまず。 

長時間通信を行った場含には通信料び高額になりますのでご注意ください。 


ご利用になる前に 


♦動作垣境 


データ通信を利用するためのパソコンの動作環境は、なのとおりです。パソコンのシステム構成により異なる 
場をびあります。 


項目 

必要環境 

パソコン本体 

PC / AT 互換機 

US 日ケーブル接続の場合： US 巨ポート （ US 巨仕様 1.1/2 .日に準拠） 

团 uetooth 接続の場合：ダイヤルアップネットワーキングプ□ファイルに対応する 
团 uetooth 標準規格 Ve 「.2.1 + EDR までに準拠 

Wi - Fi 接続の場を：無線 LAN 標準規格 IEEE 802.1 lb . IEEE 802.11宮または IEEE 
802.1 ] n に準拠 

ディスプレイ解儘度80 Ox 目00ドットじ(上 、 High Colorl 巨ビットじ(上を推奨 
( l ,024 x 巨00ドットじ(上 （1,024 x 768 ドットじ(上を推奨)）※ 

0 S (各日本語版） 

Windows XP、Windows Vista、Windows 7 

必要メモリ 

Windows XP : 128 M 巨じ(上 Windows Vista :巳 1 2 M 日な上 

Windows 7 : 32ビット版] G 目し处上、目4ビット版2日己じ(上 

A — ドディスク 容量 

己 MB (]0 M 日※）政上の空を容量 

Web ブラウザ& 

Internet Explorer 已.日政上 

メール ソフトぷ 

Windows メールおよび Outlook Express 巨.日 


X ドコモコネクションマネージャを利用するための動作環境です。 

-動作環境の最新情報については、ドコモのホームページをご覧ください。 

• 曰 S のアップグレードや追加•変更した環境での動作は保証いたしかねます。 

-動作環境によってはご使用になれない場合びありまず。また、上記の動作環境 U (列でのご使用について、当 
社では責任を負いかねまずのであらかじめご了承ください。 

♦化要な機器 


US 己ケープル接続をする場台は、 FOMA 端末とパソコンがになの機器およびソフトウてアび必要でず。 
- FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル02 (別売）または FOMA USB 接続ケープル（別売） 

- FOMA 通信設定ファイル（ドライバ）ぷ 
《ドコモのホームページからダウン□ードして<ださい。 


✓お巧6せ 

-パソコン巧の USB ケーブルはコネクタ部のお状が異なるため利用できません。 
- USB HUB を使用すると、正常に動作しない場合びあります。 
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♦ご利用時の留意事頃 


❖インターネットサービスプロバイダの fy 用料 


パソコンでインターネットを利用する場合、ご利用になるインターネットサービスプ□バイダ（し U 降プ□バイ 
ダ）の利用料び必要です。この利用料は、 FOMA サービスの利用料とは別に直接プロバイダにおまもいいただ 
をまず。詳細はご利用のプ□パイダにお問いをわせください。 

• ドコモのインターネット接続サービス mopera U がご利用いただけます 。 m 叩 era U はお申し込みび必要な 
有料サービスです。 

❖接続巧（プ□パイダなど） 


パケツト通信と日 4 K データ通信では接続先び異なります。パケツト通信を行ラとをはパケツト通信対応の接続 
先、已 4 K データ通信を斤うときは FOM 冉已 4 K データ通信または ISDN 同期 64 K 対応の接続先をご利巧くださ 
し、。 

❖ユーザー認証 


接続先によっては、接続時にユーヴー認証び必要な場合びあります。その場合は、通信ソフトまたはダイヤル 
アップネットワークで ID とパスワードを入力して接続して<ださい。 ID とパスワードはプ□バイダまたは社内 
LAN など接続先のネットワーク管理者から付与されまず。詳細はプ□バイダまたはネットワーク管理をにお問 
いをわせください。 

❖パケット通信および 64 K データ通信の菜件 


日本国内で通信を行ラには、次の条件び必要です。 

- FOMA サービスェ U ア内であること 

-パケット通信の場を、アクセスポイントび FOM 冉パケット通信に対応していること 
-巨 4 K データ通信の場含、接続先び FOMA 巨 4 K データ通信または侶 DN 同期巨 4 K に対応していること 
-巨 luetooth 接続の場合は、パソコンびダイヤルアップネットワーキングフ□ファイルに対応する团 uetooth 
標準規格 Ve 「.2.1 + EDR までに準拠していること 

- Wi - Fi 接続する場含は、パソコンび無線 LAN 標準規格 IEEE 802 .1 lb、IEEE 802.11呂または IEEE 
802.1 ] n に準拠していること 

《上記の条件び整っていても、基地局び混雑していたり、電波状態び悪かったりするとをは通信でをない攝合 
びあ0ます。 

♦ ドコモケータイ datalink の紹巧 


ドコモケータイ datalink は、お客様の携帯電話の電話帳やメールなどをパソコンにバックアップして、編集な 
どを行ラソフトでず。ドコモのホームページにて提おしております。詳細およびダウン□ードは下記サイトの 
ページをご覧ください。 
http://datalink.nttdocomo.co.Jp/ 

• ドコモケータイ datalink をご利用になるには、あらかじめ F 0 M 冉通信設定ファイル（ドライバ）をインス 
トールしてお < 必要びあります。 

-ダウンロード方法、転を可能なデータ、動作環境、インストール方法、操作方法などの詳細については、上 
記ホームページをご覧ください。また、インストール後の操作方法については、ソフト内のヘルプをご覧く 
ださい。 

• ドコモケータイ datalink をご利用になるには、別途 USB ケープルび必要です。 
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データ起送 （ OBEXTM 通信）の準備の流れ 

USB ケープルをご利用になる場合には、 FOMA 通信設定ファイル（ドライバ）をインストール 
してください。 

ドコモのホームぺージか 5 F 0 MA 通信設定ファイル（ドライバ）をダウン□—ドし、 
インストールずる 

▼ 

データ転送 


データ通信の準備の流れ 


パケット通信および 64 K データ通信を利用ずる場台の準備について説明しまず。 
USB ケースレ接続の場合 Bluetooth 接続の場合 


①ドコモのホームページか 6 F 0 MA 通信設定 
ファイル（ドライパ）をダウン □— ドし、 
インストールする —* "PS 


① Bluetooth 接続を準備する 
一 P 8 


③パソコンと FOMA 端末を接続ずる一 P 5 


感 FOMA 通信設定ファイル（ドライバ）を 
確認ずる一 P 7 


③モデムの確認をずる一 P 9 


ドコモのホームぺージか5ドコモコネクションマネージヤをダウン□—ドし、 
ィンストールする^口！1 


ドコモコネクションマネージヤでデータ通信の設定をする 


ドコモコネクションマネージャを 
利用しない通信を設定ずる一 P 1已 


通信を実行ずる 
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Wi - Fi 接続の場合り\：ケット通信のみ) 



♦インストール/アンインストール前のま意点 


-操作を始める前に他のプ□グラムび動作中でないことを確認し、動作中のプ□グラムびある場含は終了して 
<ださい。 

《ウイルス対策ソフトを含む、 Windows 上に常駐しているプ□グラムも終了します。 

例：タスクバーに表示されているアイコンをちク U ックし、「閉じる」または「終了」をク1」ックします。 

• FOMA 通信設定ファイル（ドライバ）やドコモコネクションマネージャのインス!ル/アンインス!ル 
を行ラ場合は、必ずパソコンの管理者権限を持ったユーザーで行って<ださい。それ^^(がのユーヴーで行ラ 
とエラーになる場合びあります。パソコンの管理者権限の設定操作については、パソコンの取扱説明書をご 
覧いただくか、各パソコンメーカやマイク□ソフト社にお問いをねせ<ださい。 

• 「ユーヴーアカウント制御」画面び表示されたとをは、次の操作を行いまず （Windows XP では表示されま 
せん)。 

- Windows 7 :「はしりをク U ックするか、パスワードを入力してのに」をクリック 

-Windows Vista :「許可」または「続行」をク U ックするか、パスワードを入力して「日に」をクリック 


パソコンと FOMA 端末を接続する 


ここでは取り付け/取りがしち法を説明しまず。 FOMA 通信設定ファイル（ドライバ）のインス 
I -ールは行いません。一 P 6 

- FOMA 通信設定ファイル（ドライバ）のインス!-ール前にパソコンに接続すると、 US 巨ケーブルび差し込ま 
れたことを自動的に認識してドライバが要ホされますび、「キャンセル」をクリックして終了してください。 

• パソコンと FOMA 端末は、電源び入っている状態で接続してください。 

-列部接続端子の位置や US 巨ケープルの取0付け/取り外し方法などは、機種により異なる場をびあります。 
お使いの F 曰 MA 端末の「取扱説明書（詳細版)」 （ PDF ファイル）でご確認ください。 
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♦ USB ケーブルを取 0 付ける 


表示されたウインドウか S rFOlEstexeJ アイコンをダブルクリック 
r インストール開始」をクリック 

FOMA 端末をパソコンに接続ずる旨のメッセージび表示された6、 F 0 MA 5 箭末 
をパソコンに接続 

- F 曰 MA 端末は電源び入つた状態で接続してください。 


も インス!ル完了画面で 「0 K 」 をクリック 

6 


1 USB ケーブルのコネクタを、刻印面を上にして FOMA 端末の外部接続端子に水 
平に差し这む 

2 USB ケーブルのパソコン側のコネクタをパソコンの USB ポートに差し込む 

• パソコンと FOM 冉端末び接続されると、 FOM 冉端末の待受画面に囚び表示されます。 

❖取0かしかた 


1 USB ケースレのコネクタのリリースボタンを押し、 FOMA 端末か6水平に引き 
■巧く 

2 パソコンか 6 USB ケーブルを取りがず 


✓お巧6せ 

• F 曰 MA 端末か日 US 日ケーブルを抜き差しする際は、コネクタ部分に無理な力がかからないよラに注意してください。 
取り外すとさは、必ずリリースボタンを巧しなびら水平に引き抜いてください。無理に引き拖こラとすると故障の原 
因となります。 

• データ通信中に US 日ケーブルを取0外さないで<ださい。データ通信び切断され、誤動作やデータ消失の原因とな0 
ます。 


FOMA 通信設定ファイル（ドライバ）をインストールする 

FOMA 端末とパソコンを USB ケースレで接続してデータ通信を行ラ場合は、 FOMA 通信設定 
ファイル（ドライバ）び必要でず。使用ずるパソコンに FOMA 端末を初めて接続ずる前に、あ5 
かじめインス I -ールしておをまず。 

-操作する前に、必ず「インストール/アンインストール前の注意点」をご覧ください。一 P 已 
- USB ケーブルを利用しない場合は、 FOMA 通1言設定ファイル（ドライバ）のインストールは必要ありませ 
ん /。 

• 操作已で FOMA 端末をパソコンに接続する旨の:><ッセージび表示されるまで、 F 0 V 1 冉端末を接続しないでく 
ださい。 

I FOMA 通信設定ファイル（ドライバ）を、ドコモのホームぺージか6ダウン □- 

ドし解凍 

http :// www . nttdocomo . co . jp / support / utNization / apphcation / roma / com _ set / driver / 

index.html 

- FOMA 端末の機種をお確かめのラえ、ダウンロードしてください。 

9 解凍されたフオルダをダブルクリックーお使いのパソコンの 0 S が該当ずるフオ 

ルタ‘をダブルクリック 

• お使いのパソコンの 0 S び32ビット版の場合は rf -01 e _ d 「 ive し32」を、64ビット版の場合は 「 f - 
01 e driver 64」を異巧します。 
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♦ FOMA 通信設定ファイル【ドライバ）を確認する 

• FOMA 端ホびバソコンに正しく認識されていない場合、設定および通信はできません。 


<例> Windows 7で確認ずるとき 

I ® (スタート）一「コント□-ルパネル」一「システムとセキュリティ」一「シ 
ステム」カテゴリ内にある「デバイスマネージャー」を順にクリック 

Windows Vista のとき 

©(スタート）一「コント□—ルパネル」一「システムとメンテナンス」一「デバイスマネージャ」を 
順にクリック 

Windows XP のとき 

① r スタート J 一 r コント□—ルパネル」一 r パフォーマンスとメンテナンス」一 r システム」を順にクリック 
感 r システムのプ□パティ J 画面の「"ードウエア」タブをクリックー「デバイスマネージャ J をク 
リック 

9 各デバイスの種類をダブルクリック^次のデバイス名が登録されていることを確 
詔 

-デバイスの種類とデバイス名は次のとおりでず。 

表おされる順番は 0 S により異なりまず。 

-ポート （COM と LPT ) : 

FOMA FOIE Command Port に OMx ) 《 

FOMA FOIE OBEX Port ( C 日 Mx )《■ 

モデム ： FOMA FOIE 

■ユニバーサルシ U アルバスコント□ーラーまたは 
USB (Universal Serial Bus ) コント□—ラ： 

FOMA FOIE 

※乂はパソコンの環境により、異なった数字び表示 
されます。 



♦ FOMA 通信設定ファイル（ドライバ）をアンインストールずる 


-操作する前に、必ず「インストール/アンインストール前の注意点」をご覧ください。一 P 己 
-操作する前に、パソコンから FOMA 端末を取り外してください。 

〈例> Windows 7 、 Windows Vista でアンインストールずるとき 

1 ® (スタート）一「コント□—ルパネル」一「プ□グラム」カテゴリ内にある 
「プ□グラムのアンインス!-ール」を順にクリック 

Windows XP のとき 

「スタート」一「コント□—ルパネル」一「プ□グラムの追加と削除 J を順にクリック 

2 「FOMA FOIE USB Driver 」 を選択して「アンインス I ルと変更」 
(Windows XP の場却ま「変更と削除」）をクリック 

3 「FOMA F 01 E Uninstaller 」 と表示されていることを確認して「はしりをク 
^ リック 

アンインス I -ールを開始します。 

4 「ドライバを削除しました」画面び表示された S 「 OK 」 をクリック 



















✓お巧 6 せ 

•削除画面で 「 FOMAF 日 1 EUS 己 Driver 」 び表をされていないときは、再度 「 F 日 MA 通信設定ファイル（ドライバ) 
をインストールする」の操作を行った後に、アンインストールを行ってください。一 P 邑 


Bluetooth ® 接続を準備する 


日 luetooth 対応パソコンと FOMA 端末を Bluetooth 接続して、データ通信を巧いまず。 

-パソコンの操作方法については、ご使用になるパソコンの取扱説明書をご覧ください。 

• FOMA 端末び日 luetooth 接続待機状態になると待受画面に0(青）び表示されます。 F 0 V 1 冉端末とパソコン 
間の巨 luetooth 接続び成功すると0(青）び点ミ威しまず。 

♦ FOMA 端末にパソコンを登録ずる 


本 FOMA 端末に初めて Bluetooth 接続ずるパソコンはあらかじめ FOMA 端末に登歸び必要です。 

• パソコンの環境によっては、巨 luetDOth パスキーの入力び必要な場合びあります。 

1 FOMA 端末で匹却一 r 便利ツール」一 「 Bluetooth 」 一「接続待機」 

I 登録待機中になり、待受画面に戻ります。 

2 パソコンで FOMA 端末の検索と機器登録をずる 

A - FOMA 端末び登録待機中に行います。 

-パソコンの取扱説明書によっては、「検索」の代わりに「探索」または「サーチ」、また「機器登録」 
の代わりに「ペアリング」と表記されている場含びありまず。 

3 ! \"スキーの認証画面び表示された S 「はい」を選択 

^ -接続確認画面び表おされた場创ま「はしりを選択します。 

- F 日 M 冉端末にパソコンび機器登録され、登録び完了すると待受画面に戻り、接続待機状態になりま 
す。必要に応じて、パソコンで接続の設定•操作を行いまず。 

Bluetooth パスキーを入力ずる場合 

FOMA 端末で团 uetooth パスキー(半角数字4〜1色做を入力して面[ミ央定] 

• FOMA 端末とパソコンで同じ巨 luetDOth パスキーを入力しまず。 

-通常接続機器（オーディオ）設定の確認画面び表おされた焉合は、「いいえ」を選択します。 


✓お巧6せ 

-パソコンに F 日 MA 端末を登録する場合、パソコンび複数の機器を検索したとさは、機器名称で FOMA 端末を判別して 
ください。パソコンび同一名称の機器を複数検索したときは、機器アドレスで判別してください。 


♦ 登録済みのパソコンと接続ずる 


FOMA 端末に登録済みのパソコンと日 luetooth 接続する場含は、 FOMA 端末を接続待機状態にします。 

1 FOMA 端末で匹却一 r 便利ツール」一 「 Bluetooth 」 

2 「接続待機」にカーソルー[接続種別] 一「ダイヤルアップ （DUN)」 を 
因にして rm [確定] 

接続待機中になり、待受画面に戻りまず。 

-接続中の团 uetoDth 機器びある場合は、接続中の機器を切断して接続待機するかどうかの確認画面び 
表示されます。 


3 


パソコンで接続の操作をする 
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♦モデムの確認をずる 


パソコンでご使巧になるモデムのモデム名や、ダイヤルアップ接続用に設定された COM ポート番号を確認しま 
す。 

• FOMA 端末びパソコンに正しく認識されていない攝を、設定および通信はできません。 

<例> Windows 7で確認ずるとき 

1 ® (スタート）一「コント□ールパネル」一「システムとセキュリティ」一「シ 
ステム」カテゴリ内にある「デバイスマネージャー」を順にクリック 
Windows Vista のとき 

©(スタート）一「コント□—ルパネル」一「システムとメンテナンス」一「デバイスマネージャ」を 
順にクリック 

Windows XP のとき 

① r スタート J 一 r コント□—ルパネル」一 r パフォーマンスとメンテナンス」一 r システム」を順にクリック 
感 r システムのプ□パティ J 画面の「"ードウエア」タブをクリックー「デバイスマネージャ J をク 
IJ ック 

2 各デバイスの種類を夕‘ブルクリックーモデム名または COM ポート番号を確說 

• 「モデム」、「ポート （ C 日 M と LPT )」 の下にモデム名または C 曰 M ポート番号び表示されまず。 


ドコモコネクションマネージャを利用する 


ドコモコネクションマネージャは、定額データ通信および従量データ通信を行ラのに便利なソフ 
トウエアでず 。 mopera U へのお申し込みや、お客様のご契約状況に応じたパソコンの設定を簡 
単に行うことができまず。 

また、料金カウンタ機能でデータ通信量や利用金額の目をを確認ずることもでさまず。 

本マニュアルでは、ドコモコネクションマネージヤのインス!ル方法までをご案巧いたしま 
ず。 



接続/切断ボタン 


FOMA 端末を使ってインターネットに接続するには、定額データプランまたは FOMA サービスのご契約と、 
データ通信に対応したインターネットサービスフロバイダ （mopera U など）のご舆約び必要でず。 
詳しくは、ドコモのホームページをご覧<ださい。 


✓お巧16は 

従量制データ通信のご利用について 

-パケット通信を利用して、画像を含むホームページの閲覧やデータのダウン□ー ド（例：アブ1」ケー シヨ ンや音楽- 
動画データ、 0 S またはウイルス対策ソフトのアップデート）など、データ量の多い通信を巧った場合には通信料び高 
額となる場合がありますのでご注意くださし、。 

なお、本 F 日 MA 端末をパソコンなどに US 巨ケースレで接続してデータ通信を巧う場合は、 FOMA のパケット定額 
サービスのパケ-ホーダイ、パケ-ホーダイフルの定額巧象が通信とな0ますのでごを意<ださい。 
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♦ ドコモコネクションマネージヤをインス I ルずる前に 


ドコモコネクションマネージャをインス!-ールする前に;欠の事項を確認し、必要に応じてソフトの設定蜜更や 
アンインストールを行ってください。 

• FOMA 端末と FOMA 充電機能付 US 巨接続ケープル日2 (別売）を用意してください （ Bluetooth 接続の場 
をは、 USB ケープルは必要ありません)。 

-料金プラン-割引サービスと、インターネットサービスプ□バイダの契約内容を確認してください。 

• ドコモコネクションマネージャながの接続ソフトびインストールされている場合は、必要に応じて自動的に 
起動しないよラに設定を変更してください。一 P 1] 「ドコモコネクションマネージャじ(がの接続ソフトのご 
利用について」 

ぐ Internet Explorer の設定を変更する 


ドコモコネクションマネージャをインストールする前に、あらかじめ Internet Explorer の「インターネット 
オプション」で、接続の設定を「ダイヤルしない」に設定してください。 


〈例> Windows 7 、 Windows Vista で変更ずるとき 

I ©(スター ト）一「ずべてのプ□グラム」一 「Internet Explorer 」 を順にク 
リック 

Windows XP のとき 

r スタート」をクリックー「ずべてのプ□グラム」を選 f 只一 「Internet Explorer 」 をクリック 


2 「ツ-ル」一「インターネットオプション」を順にクリック 

3 「接続」タブをクリックー「ダイヤルしない」を選択 



4 roKj をク U ック 
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❖ ドコモコネクションマネージヤ la かのを続ソフトのご利用について 


ドコモコネクションマネージャには;欠のソフトと同じ機能び搭載されておりますので、同時にご利用いただく 
必要はありません。必要に応じて、起動しない設定への変更やアンインス!-ールを行ってください。 

• mopera U かんたんスタート 
- U かんたん接続設定ソフト 

• FOMA PC 設定ソフト 

• FOMA バイトカウンタ 

また、ドコモコネクションマネージャで docomo Wi - Fi を利用する場合は、巧の公衆無線 LAN 接続ソフトはア 
ンインス!-ールを行ってください。なお、同時にインス!-ールした場合、ドコモコネクションマネージャでの 
docomo Wi - Fi 接続はご利巧いただけません。 

• U 公衆無線 LAN ユーティ U ティソフト 

• ドコモ公衆無線 LAN ユーティ I 」ティソフト 
• ドコモ公衆無線 LAN ユーティリティプ□グラム 

♦ ドコモコネクシヨンマネージヤをインス I ルずる 


-操作する前に、必ず「インストール/アンインストール前のま意点」をご覧ください。一 P 已 


〈例> Windows 7にインストールずるとき 

1 ドコモのホームページでドコモコネクションマネージャのページへアクセス 

http :// www . nttdocomo . co . jp / support / utilization / application / service / connection _ manager / 

2 「ドコモコネクションマネージャ （ Windows ® 用）へ」をクリック 

ス r [ドコモコネクションマネージャ （ Windows ® 用)]ダウン□-ドへ」をクリッ 

立ク 

4 使用許諾契約書を®認し、同意ずる場合はダウン□ー ドの「同意ずる」をクリッ 

1 ク 

C 「 dcm _ connect _ mn 巨 _ setup . exe 」 アイコンをダブルクリック 

6 じ夕へ」をクリック 
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7 ミ主意事項を確認して「巧へ」をクリック 
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ソフトウェア使巧許諾契約の内容を確認して、契約内容に同意ずる場合は「使巧 
許諾契約のま項に同意しまず」を還択し、「巧へ」をクリック 


がドコモコネクション7不ージ P 
ソフトウ I ア度用1;!^巧 
度のを巧!车 ii 热巧を注ぎをわ献くない。 



docomo 


[ソフトウ1ア巧巧許託沒巧き] 

东巧巧は、おミ待り国人刃3ホ A のいずれかで巧る々巧ないません〉と、待巧会社： 
エヌ•于ィ•ティ•ドコモ (W 下 r 辩 ±j といいます〉との問で巧航れる資めひリ下.「本 
巧れ!といいます)です。东媒 q のを条巧をお I 売みいただをご同意いただいた巧合 
のみ、ホソフトウェアど I 利巧いただくことがでさるをのとします。 W 下のま功こ同意 
さりる巧を!口3 、 r 巧用能!契巧の条巧に同意します J を苗心 r ; 太へ J ボタンを巧し 
でくだみパけへ)ポタンがまちされていない這さは個忌する J ボタンを巧してくたさ 
い）， 


I ® ほ巧なま装巧のを巧(こ 同 S けす 


InstsiShield - 


ゴ かのぃ に 
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インス!ル巧のフォルダを確認して「巧へ」 

-インストール先を変更ずる場合は「変更」をク1」ックし、 


をク U ック 

任意のインス I ル先を指定してください。 
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10 「インスト—ル」をクリック 

インストールび始まります。 



11 「 Instal 旧 hield ウイザードを完了しました」画面が表示された S 院了」をク 
リック 

ドコモコネクションマネージャのインストールび完了します。 



✓お巧6せ 

-インストールには数分かかる場合びあります。 

- Windows を再桓動する旨のメッセージが表おされた場合は、画面の指示に従い再起動してください。 
-データ通信中にインストールを行わないでください。 
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♦ ドコモコネクションマネージヤを起動ずる 


• 操作する前に、必ずパソコンと FOM 冉端末び正しく接続されていることを確認してください。 

<例> Windows 7 、 Windows Vista で設定ずるとき 

I ® (スタート）一「ずべてのプ□グラム」一 「NTT DOCOMO 」 一「ドコモコ 
■ ネクションマネージャ」一「ドコモコネクションマネージャ」を順にクリック 

Windows XP のとき 

r スタート」をクリックー「ずべてのプ□グラム」一 「NTT DOCOMO 」 一「ドコモコネクションマ 
ネージャ J を順に選巧して「ドコモコネクションマネージャ」をクリック 

ドコモコネクションマネージャび起動しまず。 

初回起動時には、自動的に設定ウイザードび表示されます。 



設定ウィザードに従い、インターネットに接続してデータ通信を行ラための設定を行います。 
設定媛にドコモコネクションマネージャを利巧して、通信を実行することびでをます。 
詳しくは、ドコモコネクションマネージャのヘルプをご覧ください。 


✓お巧15は 

-インターネットブラウヴやメールソフトを終了しただけでは、通信は切断されません。通信をご利巧にな5ない場合 
は、必ずドコモコネクションマネージャの「切断する」ボタンで通信を切断してください。 

-日 S アップデートなどにおいて自動更新を設定していると自動的にソフトウェアび更新され、パケット通信料び高額と 
なる場合びございますのでごま意ください。 



接続/切断ボタン 


14 






























ドコモコネクションマネージャを利用しない通信を設定する 

ドコモコネクションマネージャを利用しないで、ダイヤルアップ接続の設定を巧ラ方法について 
説明しまず。 

♦ダイヤルアップネットワークの設定の流れ 

-データ通信の準備の流れ^ド4 

• 操作する前に、必ずパソコンと FOMA 端末び正しく接続されていることを殖認してください。 



《パケット通信の場合に設定します。 

設定するには、 AT コマンドを入力するための通信ソフトび必要です。 

ここでは Windows XP に添付されている「八イパーター S ナル」を使った設定方法を説明します。 
Windows 7 、 Windows Vista は「ハイパーターミナル」に対応していません 。 Windows 7 、 Windows 
Vis ねの場合は、各 OS に対応したソフトを使って設定してください（ご使用になるソフトの設定方法に 
従ってください）。 

♦接続巧 （ APN ) を設定ずる 


み接続巧 （ APN ) と登録番号 （ cid ) 


パケット通信の接続先 （ APN ) は、 FOK / I 冉端末の登録番号 （ cid ) 1〜] 0に設定でをます。お買い上げ時、 
cid の]と3には mopera U に接続するための冉 PN 「 m 叩 era . net 」 び、4には] 28 K 通信で接続するための 
APN rnnpr . ex - pkt . netJ び登録されていまず。その他のプ□バイダや社内 LAN に接続する場合は、 cid 2、 巳 
〜]日に APN を登録します。 

•接続先 〔 APN ) については、プ□バイダまたはネットワーク管理者にお問い合わせ<ださい。 

• US 目ケーブル接続と团 uetooth 接続は、それぞれ個別に接続先 （ APN ) を設定する必要びあります。 

-パケット通信時に USB ケーブル接続と团 uetooth 接続を切り替える場合は、再度接続先 （ APN ) を設定す 
る必要びあ0ます。 

-接続先の設定は、パケット通信用の電話帳登録として考えられまず。接続先の設定項目を FOMA 端末の電話 
帳と比較すると、なのよラになります。 


接続先 ( APN ) の設定 

電話帳の項目 

登録番号 （ cid ) 

登録番号（六モ U 番号） 

接続先名 （ APN ) 

ネ目手の名前 

* 99 * * * く仁 id ># (パケット通信） 

ネ目手の電話番号 


-登録した cid はダイヤルアップ接続設定での接続番号となります。 
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❖を続巧 （ APN ) を設定する 


「電話番号」に実在しない電話番号（「0」など）を入力- 
roK 」 をク U ック 

• 「市が局番」はパソコンの環境により異なります。 

接続先 （ APN ) の設定とは関係ありませんので、 

変更不要です。 

-「接続方法」は次のよラに設定します。 

USB ケープル接続の場台 ： 「FOMA FOIE 」 を選 


r 接続ちま」を選択- 


を 


巧 

己 luetooth 接続の場合：「ご使用の Bluetooth I 」ン 
ク経由標準モデム」または 「 BluetDoth 機器 
メーカび提なしている目 luetooth モデム」を選 
択 


を話ま号の话沛を入力してください； 


国/化域番号を)：[|本巧 1) 
巧かちを(り： 




fo^ 


電話番号と)： 
括続ち;ま(ゆ 


E 


IF 0 MA FOIE 


OK )1 キャン• b ^ 


「接続」画面で「キャンセル」をクリック 

接続巧 （ APN ) を 「 AT + CGDC 0 NT = く cid > 
のお式で入力 一回 

< cid > : 2、曰〜]日の範囲で任意の番号 
< PDP _ TYPE > : IP または PPP 
< APN > :接続先 （ APN ) 

• 十 CGDC 曰 NT コマンドー P 32「 AT コマンドの補 
足説明」 

• コマンドを入力しても画面に表おされない場合は、 

ATE 1と入力し、回を押します。 


，く PDP TYPE >"，" く APN >"」 


フ 7 イルのお実をま示がぶ含©おさのヘルブお） 
D ぷ 逐む邑1面 


AT+CGDC0NT=5 ， "PPP"."ABC" 


く例 〉 Windows XP で設定するとを 


1 「スタート」をクリックー「ずべてのプ□グラム」一「アクセサリ」 
を順に選択して「八イパーターミナル」をクリック 

2 「を前」に接続巧名など任意のを前を入力^ roKj をクリック 

-「名前」に次の記号（半角文字）は使巧できません。- 

¥/:*?<> I " 

巧しい席博 

を前を入刀しアイコンを进んでくださけ 
る麵： 


「通信」 


IXXK 


アイコンか 


圓尋邊嗎咳圈ろ劫 


I I キサン它ル] 


3 


4 5 
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A 「0 K 」 と表示されていることを確認して「ファイル」をクリックー「八イパー 
W ター S ナルの終了」をクリック 

7 切断の確詔で「はい」をクリックー保巧の確認で「いいえ」をクリック 

♦発信ち番号の通知/非通知を設定ずる 


パケット通信時の発信者番号の通知/が通知を一括して設定します。 

発信者番号はお客様の大切な情報です。通知する際には十分にご注意ください。 
• mopera U を利用する場合、「非通知」に設定すると接続でさません。 


〈例〉 Windows XP で設定するとき 


2 


3 


r 接続巧 （ APN ) の設定」の操作！〜4を実行 


発信を番号の通知/非通知を rAT * DGPR =< n >」 のお式で入力一回 


< n > :〇〜2 

0 :そのまま接続（お買い上げ時） 

1: ] 扫4を付けて接続（非通知） 

2 :18巨を付けて接続（通知） 

• コマンドを入力してち画面に表おされない場台は、 
冉 TE 1と入力し、回を押します。 



RT-DGPIR=0 




roK 」 と表示されていることを確認して「ファイル」をクリックー「八イパー 
ター S ナルの終了」をクリック 


4 切断の確詔で「はい」をクリックー保ちの確認で「いいえ」をクリック 
❖ダイヤルアップネットワークでの通知/巧通知設定について 


ダイヤルアップネットワークの設定でち、接続先の番号に]8巨（通知）/184 (非通知）を付けられます。 

- * DGP 旧コマンド、ダイヤルアップネットワークの設定の両方で設定を行った場合の発信者番号の通知/非 
通知はなのとおりです。 


^ *DGPIR コマンド 
ダイヤルアップネットによる設定 
ワークの設定（く cid >=2 の場合）^^^^ 

設定なし 

非通知 

通知 

ホ 99 ホホホ 2# 

通知 

非通知 

通知 

184 ホ 9日 ホホホ 2# 

非通知 

] 86 ホ 99 ホホホ 2# 

通知 



















♦ダイヤルアップネツトワークを設定ずる 


ここでは、パケット通信で mopera U に IP 接続する場合を例に説明していまず。 

-パケット通信で mopera U に接続する場合は、電話番号欄に次のよラに入力して < ださい。 
mopera U (PPP 接続）： * 9目***]# 
mopera U (IP 接続）： * 吕目*** 3 # 

128 K 通信 （ PPP 接続）： * 目目***4# 

-巨 4 K データ通信で mopera U に接続する場含は、次の電話番号を接続先の電話番号欄に入力して<ださい。 
mopera U : *8701 


く ♦Windows 7 、 Windows Vista で設定する 


1 @(スタート）一「コント□ールパネル」一「ネットワークとインターネット」 
カテゴリ内にある「ネットワークの犬態とタスクの表示」をクリック 

Windows Vista のとき 

©(スタート）一 r 接続先」を順にクリック 

2 r 新しい接続またはネットワークのセットアップ」をクリック 

Windows Vista のとき 

r 接続またはネットワークをセットアップしまず」をクリック 


3 


r ダイヤルアップ接続をセットアップしまず」を選択して r ; 夕へ」をクリック 


し/ 9齡まむお W トワーウの它 y トアップ 


苗プシ3シを g 巧レます 


4イ 


■'•^ブ;こょ6»««»*し？7. 


乂,》レ！■みか1••ごーウの t ットア W ブ 
T, » 一.-.-—ヴ ーSCW アがス W イが _.gT. 


に HMl レミす 




I 巧^^〇〇 I s キでン&レ J 


r どのモデムを使いまずか？ j 画面が表示されたとさ 
USB ヶーブル接続の場合 ： 「FOMA FOIE 」 をクリック 

Bluetooth 接続の場合：に使用の Bluetooth リンク搔由標準モデム J または旧 luetooth 機器メーカ 
が提供している Bluetooth モデム」をクリック 


18 
















4 「ダイヤルアップの電話番号」に接続巧の電話番号（パケット通信の場合は 

「*99* * * く cid >#」） を半角で入力一「ユーザーを」を入力一 r パスワード」 
を入力一「接続を」を入力して「接続」をクリック 

< cid > : PIS 「接続先（冉 PN ) を設定する」で登録した cid 番号 
-「ユーザー名」「パスワード」には、プ□バイダまた 
はネットワーク管理者から指定されたユーザー名と 
パスワードを入力します。 

•接続先び mopera U の場合、「ユーヴー名」「パス 
ワード」は空欄でをかまいません。 

-「接続名」の先頭に.（半角文字のピリオド）は使巧 
でさません。また、次の記号〔半角艾字）は使用で 
をません。 

¥/:キ？<> 1" 


5 接続中の画面で「スキップ」をクリック 

-ここではすぐに接続せずに、設定だけを行います。 

6 r 接続の使用準備びできました」画面で「閉じる」をクリック 

Windows Vista のとき 

① r インターネット接続テストに失敗しました」画面で r 接続をセットアップしまず」をクリック 
感「閉じる」をクリック 

7 「ネットワークと共有センター」画面で、左側上部に表示されている「アダプ 
夕一の設定の変更」をクリック 

Windows Vista のとき 

0(スタート）一 r 接続巧」を順にクリック 

8 作成した接続巧をもクリックして「プ□パティ」をクリック 

9 「全般」タブの各項目の設定を確認 

-パソコンに複数のモデムび接続されているとさは、 

なのよラに設定します。 

US 日ケープル接続の場合：「接続の方法」で「モデ 
ム - FOM 冉 F 01 E 」 のみを選択します。 

巨 luetooth 接続の場台：「接続の方法」で「モデム- 
(ご使用の团 uetODth IJ ンク経由標準モデム)」 

または「モデム- ( Bluetooth 機器メーカび提お 
している巨 luetooth モデム)」を選択します。 

-選択したモデムし心外は非選択〔□)にしてくださ 
い。 

-「接続の方';去」に表示されたモデムに割り当てられ 
る COVI ポート番号は、お使いのパソコンの環境に 
より異なります。 

-「ダイヤル情報を使ラ」をが選択 （□) にします。 





を四タイ巧レアッブ奋 


インターネットサービスブ□バイプー(にの 
ヴィれレァかブ ©mew 曲；.巧…" 
ューブー运山)； 


口がが弓円与さ？!たユーザー名] 


/ 口つードの： 


口 SP が与けささ Cfe/ なコー阿 
BJO つードのス宇35示76巧） 
B この /a つードを le 包す3旧） 


9 C なの人げここと SHSITSCi) 

こめブブシ3>に>£って，こめ；3ンピューターじ：？ク它スがちるすべての人ガこの#«?宙 
ス宙ぶ3にな0ます. 
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「スタート」をクリックー「ずべてのプ□グラム」一「アクセサリ」一「通信」 
を順に選択して「新しい接続ウイザード」をクリック 

r 新しい接続ウイザードの開始」画面で「次へ」をクリック 

r インターネットに接続ずる」を選択して「次へ」をクリック 

r 接続を手動でセットアップずる」を選択して「巧へ」をクリック 

r ダイヤルアップモデムを使用して接続ずる」を選択して「次へ」をクリック 

r デバイスの選択 J 画面が表示されたとさ 

US 目ケープル接続の場合： r モデム- FOMA F 01 EJ を選択して「巧へ」をクリック 
Bluetooth 接続の場合：「モデム-に使巧の Bluetooth リンク経由標準モデム)」または「モデム- 
(Bluetooth 機器メーカが提供している Bluetooth モデム)」を選巧して「次へ1をクリック 


1 Q 「ネットワーク」タブをクリックー各項目を画面例のように設定 

• 「インターネットプ□トコルバージョン巨 （ TCP / 

IPv 巨)」を非選択 （□) にします。 

-プ□バイダなどから IP および DNS 情報の設定び指 
おされている場合は、「インターネットプ□トコル 
パ’ージョン4 ( TCP / IPV 4)」 を選択し口□パ 
ティ」をク U ックして、各種情報を設定して<ださ 
い。 

-その他の項目についてプ□パイダなどから指示びあ 
る場创ま、必要に応じて選択/非選択を設定してく 
ださい。 


11 「オプション」タブをクリックー 「 PPP 設定」をクリック 
12 ずべての項目を非選択 (□) にして roK 」 をクリック 



13 「0 K 」 をクリック 

通信を実行ずる^ド23 

❖Windows XP で設定ずる 



1 2 3 4 5 
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も nsp 名」に任意の接続名を入力^「次へ」 

t . nsp 名」の先頭に.（半角文字のピ U オド）は使用 
でさません。また、次の記号（半角文字）は使用で 
さません。 

¥/:ホ？<> r 


7 「電話番号」に接続巧の電話番号（パケット通信の場合は「*99* * * く cid > 
# J ) を半角で入力^「巧へ」をクリック 

< cid > : PIS 「接続先（冉 PN ) を設定する」で登録した cid 番号 



Q 「ユーザーを」を入力一「パスワード」を入力一 r パスワードの確認入力」を入 
W カー各項目を画面例のよラにずべて選択して 。欠へ J をクリック 

• 「ユーザー名」「パスワード」には、プ□バイダまた 
はネットワーク管理者から指定されたユーザー名と 
パスワードを入力します。 

•接続先び mopera U の場を、「ユーヴー名」「パス 
ワード」「パスワードの確認入力」は空欄でちかま 
いません。 


9 「新しい接続ウイザードの完了」画面で「完了」をクリック 

10 「スタート」をクリックー「すべてのプ□グラム」一「アクセサリ」一「通信」 

^ を順に還択して「ネットワーク接続」をクリック 

11 作成した接続巧アイコンを選択して「ファイル」をクリックー「プ□パティ」を 
ク IJ ック 



をク U ック 
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12 「全般」タブの各項目の設定を確認 

• パソコンに複数のモデムび接続されているとさは、 
なのよラに設定します。 

US 己ケープル接続の場台：「接続方法」で「モデム 
- F 日 MAF 01 E 」 のみを選択します。 

巨 luetooth 接続の場を：「接続方法」で「モデム- 
(ご使用の Bluetooth IJ ンク経由標準モデム）」 
または「モデム-(巨 luetooth 機器メーカび提な 
している团 uetooth モデム)」を選択しまず。 

-選択したモデムし心外は非選択〔□)にしてくださ 
い。 

-「接続方法」に表おされたモデムに割0当てられる 
COM ポート番号は、お使いのパソコンの環境によ 
り異なります。 

-「ダイヤル情報を使ラ」を非選択 （□) にしまず。 


13 「ネットワーク」タブをクリックー各項目を画面例のように設定一「設定」をク 
リック 


FOMA のブ□パテイ r?|^| 



プ□バイダなどから IP および DNS 情報の設定び指 
おされている場合は、「インターネットプ□トコル 
( TCP / IP )」を選択し「プ□パティ」をクリックし 
て、各種情報を設定してください。 

「この接続は次の項目を使用します」の 「 QoS パ 
ケットスケジューラ」は設定を変更でをませんの 
で、そのままにしてください。 



14 ずべての項目を非選択 （□) にして roK 」 をクリック 



1 S 「0 K 」 をク U ック 

通信を実行ずる一 P 23 
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♦ タイヤルアツプ巧続で通信を実巧ずる 


通信の実行や切断について説明します。 

<例> Windows 7のとき 

1 パソコンと FOMA 端末を接続 

US 巨ケーブル接続の場合白 
巨 luetooth 接続の場合一 P 8 

2 ® (スタート）一「コント□ールパネル」一「ネットワークとインターネット」 
カテゴリ内にある「インターネットへの接続」をクリック 

Windows Vista のとき 

©(スタート）一 r 接続先」を順にクリックー接続先を選択して「接続」をクリックー操作4へ進む 
Windows XP のとき 

「スタート」をクリックー「ずべてのプ□グラム」一「アクセサリ」一「通信」を順に選択して「ネット 
ワーク接続」をクリックー接続アイコンをダブルクリックー操作4へ進む 

3 「はい、既巧の接続を選びまず」をクリック^接続巧を選択して「巧へ」をク 
^ リック 

4 「ユーザー名」を入力一「パスワード」を入力一「ダイヤル」をクリック 

-「ユーザー名」「パスワード」には、プ□バイダまた 
はネットワーク管理者から指定されたユーザー名と 
パスワードを入力します。 

• mopera U を利巧ずる場合、「ユーザー名」「パス 
ワード」は空欄でをかまいません。 

• 設定中に「ユーザー名」の入力や「パスワード」の 
保存をした場台、入力は不要でず。 

-接続完了画面び表おされた場をは「曰 K 」 をクリッ 
クして < ださい。 



✓お巧6せ 

• F 日 MA 端ホには、パケット通信を実行すると発信中画面び、 64 K データ通信を実行すると呼出中画面び表示され、接 
続すると次の画面び表示されます。 



パケット通信のとさ 

-パソコンに表おされる通信速度は、実際の通信速度とは異なる場合があります。 

-ダイヤルアップネットワーク設定時の FOMA 端末で接続した場合のみ、通信が行えます。 


64 K データ通信中 



)(8701 

27秒 

白 4 K データ通信のとさ 


23 





























みほ信を切断する 


パソコンのブラウヴを終了しただけでは切断されない場をびあります。確実に切断するには、次の操作を行つ 
て < ださい。 

<例> Windows 7のとき 

] タスクトレイの回をクリックー切断ずる接続名をクリックー「切断」をクリック 

Windows Vista のとき 

タスクトレイの菌をちクリック^「切断」を選択して切断ずる接続巧をクリック 
Windows XP のとき 

タスクトレイのダイヤルアップアイコンをクリックー「切断」をクリック 


Wi - Fi 巧応パソコンに接続する 


公衆無線 LAN のエリア巧でも、 FOMA 端末をアクセスポイントにずることで、 Wi-Fi 対応パソコ 
ンを接続してパケット通信が巧えまず。 

• あらかじめ、 FOMA 端末を冉 P モードオンにしておく必要びあります。 AP モードの設定などについては、 
FOMA 端末の「取扱説明書（詳細版)」 （ PDF ファイル）をご覧ください。 

〈例> Windows 7のとき 

1 ® (スタート）一「コント□ールパネル」一「ネットワークとインターネット」 
カテゴリ内にある「ネットワークの;!犬態とタスクの表示」をクリック 

Windows Vista のとき 

©(スタート）一「接続を」を順にクリック 

2 r 新しい接続またはネットワークのセットアップ」をクリック 

Windows Vista のとき 

r 接続またはネットワークをセットアップしまず」をクリック 

3 「ワイヤレスネットワークに手動で接続しまず」を選択して「次へ」をクリック 

k -初めてワイヤレス接続するとさは、「ワイヤレスネットワークに手動で接続します」画面でワイヤレス 
アダプタを「ワイヤレスネットワーク接続」に変更し、「なへ」をク U ックしまず。 

A ネットワークの情報を入力して「次へ」をクリック 

- F 日 MA 端末の r 無線設定」と同じ設定にします。 

-ネットワーク名： FOMA 端末に設定されている SSD を入力しまず。 

■セキュ U ティの種類、暗号化の種類： FOMA 端末の「認証方式」の情報を設定します。「認証方式」 
では、「セキュ U ティの種類」および「暗号化の種類」の設定を組みをわせた形式で表記していま 
すので、該当する設定を選択してください。なお、「セキュ U ティの種類」の r パーソナル」は 
rpsKj と同じ意味でず。 

■セキュ U ティキー (Windows Vista の場含は「セキュリティキーまたはパスフレーズ」）：暗号化 
キー （ WEP または PSK ) を入力します。 

5 「閉じる」をクリック 

■切断後、再度 Wi-Fi 接続で通信を実行ずる場台 
Windows 7のとき 

©(スタート）一「コント□ールパネル」一「ネットワークとインターネット」カテコ‘ I 」内にある「ネット 
ワークの状態とタスクの表示」- ► 「ネットワークと共有センター」画面で「ネットワークに接続」^表おさ 
れた画面で接続名をクリック^「接続」をク U ックします。 

Windows Vista のとき 

©(スタート）^「接続先」^接続先を選択して「接続」をク U ックしまず。 
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AT コマンド 


AT コマンドとは、パソコンで FOMA 端末の各機能を設定ずるためのコマンド（命を）でず。 
FOMA 端末は AT コマンドに華拠し、さ6に拡張コマンドの一部や独自の AT コマンドをヴポート 
していまず。 

❖ AT コマンドの入力お式 

冉 T コマンドは、コマンドの先頭に必ず 「AT」 を付けて、半角英数字で入力してください。 


〈例> ATD コマンドで mopera U に接続ずるとき 
A 下 D 來 99 來來ホ 3#lfzy 

I U ターンマーク： Enter キーを巧します。コマンドの区切りになります。 

パラメータ：コマンドの内容です。 

つマンド：コマンドをです。 

AT コマンドは、コマンドに続くパラ；><ータを含めて、必ず1行で入力します。1行とは最初の艾字から回を巧 
した直前までの文宇のことで、 「AT」 を含む最大2已6文字入力でさます。 

❖ AT コマンドの入カモード 

AT コマンドで FOMA 端末を操作する場合は、パソコンをター S ナルモードにして<ださい。ター S ナルモード 
とは、パソコンを]台の通信端末のよラに動作させるモードです。ターミナルモードにすると、キーボードか 
ら入力された艾字びそのまま通信ポートに送られ、 F 日 MA 端末を操作でさます。 

• オフラインモード 

FOMA 端末び待受の状態です。通萬 AT コマンドで F 日 M 冉端末を操作する場合は、この状態で操作します。 

• オンラインデータモード 

FOMA 端末び通信中の状態です。この状態のときに AT コマンドを入力すると、送られてをた文字をそのまま 
通信先に送信して、通信先のモデムを誤動作させる場合びありまずので、通信中は AT コマンドを入力しない 
で < ださい。 

• オンラインコマンドモード 

FOMA 端末び通信中の状態でち、 AT コマンドで FOM 冉端末を操作でをる状態です。その場合、通信先との 
接続を維持したまま AT コマンドを実行し、終了すると再び通信を続けられます。 


オンラインデータモードとオンラインコマンドモードを切り替えるとき 

FOMA 端末をオンラインデータモードからオンラインコマンドモードに切り替えるには、なの方まびあります。 
-十+4■コマンドまたは S2 レジスタに設定したコードを入力しまず。 

•「AT&Dl」 に設定されているときに、 RS-23 吕 C 《•の ER 信号を OFF にします。 

《 USB や团 uetooth インタ フエー スにより、 RS-232C の信号線び エミユレー トされていますので、通信 
アフリケーシヨンによる RS-232C の信号線制御び有効になります。 

また、オンラインコマンドモードからオンラインデータモードに切り替えるには、 「ATO 回」と入力します。 


✓お巧6せ 

-外部機器から発信- AT コマンド発信を行った場合、 2inl がデュアルモードまたは A モード時は A ナンバー、 B モード 
時は B ナンノて一で発信します。 
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♦ AT コマンドー質 


• FOMA FOIE (モデム）で使用でをる AT コマンドです。 

• パソコンや通信ソフトのフオント設定により、「¥」を入力しても「\」と表示される場をびあります。 

• FOMA 端末の電源を切らずに電池パックを取りがした場台、設定値び記録されないことびあ0ます。 


上段：コマンド下段：実行例 

説明 

冉 / 

直前に実行したコマンドを再実行しまず。 

冉/ 

0 K 

直刖の応答が 「 ERROR 」 の場合は 「 ERROR 」 を返しまず。 

AT 

A /、 牛++む外のコマンドの先頭に巧けて1本一覧のコマンドを使用しまず。本コマンドのみ 
で巧用ずると、 F 日 M 冉端末が冉 T コマンドを使用できるが態のときに「日"を返しまず。 

AT 回 

OK 

冉 TA 

パケット着信および 64 K データ通信の着信時に人力ずると、着信処理を巧いまず。 

パケット着信中には次のコマンドが入力できます。 

ATA 184 :発信を番号通がなし着信動作 ATA 186 :発信を番号通知あ U 着信動作 

RIN 6 

ATA 回 

CONNECT 

冉 TD 

冉 TD *99* * * く cid ># :パケット通信の発信処理を行います。 

< cid > または* * *< cici > を省略ずると < cicl > 二1しなりまず。 

ATD [パラメータ][電話番号]: 64 K データ通信の発信処理を巧います。 

電話番号に次ので字 W ホを人力ずると発信できません。 

〇〜9、 * 、も A 、 3、 B 、 b 、 C、C 

また、次ので字と空白は人力できまずが、ダイヤル時には認識されません。 

，、し-.@、 D 、 ん P 、 D , T 、 t 、 VV 、 帅 

ATD の後に186または184を挿入し、発信者番号の通巧/非通巧を指定できまず。 

ATDN または冉 TDL でリダイ中ル幾信ができまず。 

ATD キ目9ホホ*1#0 
CONNECT 460800 

冉 TE < n > み1 

パソコンから送信されたコマンドじ巧して、 F 日 M 冉端ホがエコーを返ずかを設をします。 
n 二0 :エコーバックなし n 二1:エコーパックあリ（:お買い上げ骑） 

通剧ま n 二1で巧巧しまず。パソコンにエコー磯能がある場合、 n 二0に設定ずるとで字がこ重 
に表示されなくなりまず。 

ATE 1 回 

OK 

冉 TH 

通信中に人力ずると、回撮を切断します。 

オンフインコマンドモードで実わしてください。一 P 2 己 

ATH 回 

N 0 C 冉 R 网 ER 

冉 TI くが 

確認コードを表示しまず。 

n =0 : riMTT DoCoMo 」 n =1 : FOMA 端末の機種をを表术 
n 二2 : FOMA 端末のパージョンを表示 n 二3 :冉 CMP 信号の要素を表示 

n 二4 : FOMA 端末で通信可能な概能の詳細を殺值で表示 

ATI 0 回 

NTT DoCoMo 

OK 

ATO 

通信中にオンラインコマンドモードか6オンラインデー女モードに房しまず。 

ATO 回 

CONNECT 460800 

冉 TQ < n>*i 

リザルトコードを表示ずるかを設ちしまず。 
n 二日：表术 C お買い上げ時） n 二1:表71^しない 

冉 TQ 1 を実行した場合は roK 」 を返しません。 

ATQ 日回 

OK 

冉 TSO 二 <が1 

FOMA 端末が自動着信ずるまでの呼出回なを設をしまず。 

n 二0 :自動着信なし C お買い上げ骑） n 二1〜2日5 :指をしたリング数で自動着信 

冉 TS 日？：現在の設定を表示 

ATSO 二日回 

OK 

冉 TS 2 二 < n > 

エスケープキヤラク女の設をを巧いまず。 

n =0 〜127 (お買い上げ時 n =43) n =127 し設定するとエスケープはお効しなります。 

冉 TS 2? :現在の設定を表示 

ATS 2=430 

OK 

ATS 3=< n > 

コマンドで字列の最後を認識ずる復帰 CCR ) キャラクタの設をを行いまず。エコーバックさ 
れたコマンド文字列とリザルトコードの最後しがきまず。 
n 二13個赴直） 

冉 TS 3? :現在の設定を表示 

冉 TS 3 二 1 3 巨] 

OK 

冉 TS 4 二 < n > 

巧巧 （ LF ) キャラクタの設定を行いまず。英文字でリザルトコードを表示ずる場合、復帰 
( CR ) キヤフクタの後し巧きます。 
n =10 個定值） 

冉 TS 4? :現在の設定を表示 

冉 TS 4 二1日回 

OK 
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上段：コマンド下段：実行例 

説明 

冉 TS 5 二 < n > 

バックスぺース（巨 S ) キャラクタの設をを巧いまず。コマンド人力中にこのキャラクタを檢 
化すると.入カバッファの最後のキャフクタを削除します。 
n =8 (固定信） 

冉 TS 日？：現在の設走を表示 

ATS 5 二8回 

0 K 

ATS 目二 < n > 

ダイわルずるまでのポーズ時菌（秒）を設をできまずが、動作しません。 
n 二2〜1日（:お買い上げ時 n 二 5) 

冉 TS 6? :現在の語走を表示 

ATS 6 二5回 

0 K 

ATS 8 二 < n > 

カンマダイヤルずるまでのポーズ時圖（秒）を設をできまずが、動作しません。 
n 二〇〜2日5 (お買い上げ時 n 二 3) 

ATS 8? :現在の設定を表示 

ATS 8 二3回 

0 K 

ATS 1 日二 < n>&i 

自動切断の遅延時園 （1/1 日秒）を設をできまずが、動作しません。 
n =1 〜255 (お買い上げ時 n =1) 

ATS 10?:現在の設定を表示 

冉 TS 10 二1回 

0 K 

冉 TS 3 日 二く n > 

64 K データ通信時、デーろの送受信がない場合に切断するまでの時聞（巧）を設をしまず。 
n 二日〜2日日： C お買い上げ骑 n 二 a n 二日は不活動クイマ OFF ) 

ATS 30? :現在の設定を表示 

ATS 30 二日回 

0 K 

冉 TS 1 日3二 < n > 

64 K データ通信時の着サプアドレスの区切リを設をしまず。 
n 二日：* n 二1;/ C お買い上げ時） n 二2 : ¥または\ 

ATS 103?:現在の設をを表示 

冉 TS 103 二1巨] 

0 K 

冉 TS 1 日4二く n > 

64 K データ通信時の発サブアドレスの区切りを設ちしまず。 
n 二0 ; # n =1 :% (お買い上げ時） n =2 : & 

ATS 104?:現在の設をを表示 

ATS 1 日4二1巨] 

0 K 

ATV く nX》l 

リザルトコードの表示ちまを設定しまず。 

n =0 :数字表 n =1 :英义字表(お買い上げ時） 

冉 TV 日を実行した場合は、同じ行に「日」を返しまず。 

ATV 1 回 

0 K 

冉 TX く nX》l 

ビジートーン、ダイトルトーンの横化を巧うかと、暖続時の 「 CONNECT 」 にま度を表示ず 
るかを設定します。 

ビジートーンお出：接続巧が通話中のとき 「 BUSY 」 応答を送出 

ダイ中ルトーンお出： FOMA 端ホに接続されているかを判定 

n 二0:ビジー!'ーンお出なし.ダイヤルトーン横化なし，速度表示なし 

n 二1:ビジー!ンお出なし.ダイヤルトーンお出なし1速度表示あり 

n =2: ビジー!ン検出なし、ダイヤル!■'ーン検化あり、ま度表示あり 

n 二3:ビジー!ンお出あり1ダイヤル!■'ーン横化なし1速度表示あり 

n 二4:ビジー!ンお出あり1ダイヤルトーン検出あり1速度表示あり C お買い上げ時） 

n 二0に語をずると、冉 T & E および AT ¥ V コマンドが無効になリまず。 

ATX 4 囚 

0 K 

atz 《-3 

現在の設をを記録された内容に戻しまず。 

通信中し実わずると、回撮を切断 （ RMOCARWER 」 を表; jO してか6民しまず。 

ATZ 回 

0 K (オフライン時） 

AT%V 

FOMA 端末のバージョンを表示しまず。 

冉 T %\/ 回 

Ve り.00 

OK 

AT&C く n>&i 

DTE への回路 CD CDCD ) 信号の動作を件を設をしまず。 

n =0 :常し ON n =1 :回穗接続が態し従い変化（お買い上げ時） 

n 二〇に設走ずると、接続完了骑の CONNECT 」 を送出ずる直前に CD 信号を ON じしまず。 

回路が切断され、「 N 0 CARRIER 」 を送出ずる直前に CD 信号を日 FF にしまず。 

冉 T & C 1 回 

OK 

AT & D < n>&i 

オンラインデー女モード時， DTE か6受け取る回路 ER ( DTR ) 信号が ON か 60 FF に蛮わつ 

たときの動作を設定します。 

n =0： 状態を無視（常に ON とみなす） 

n =1 : ON か 60 FF に変わるとオンラインコマンドモードに移行 
n 二2 : ON から曰 FF に蛮わると回線を切断しオフラインモードに移行 C お買い上げ時） 

冉 T & D 2 回 

OK 

冉 T & E < nX》i 

接続時の速度表示を設をしまず。 
n =0 :無樣区間通信速度を表71^ 

n 二1:パソコンと FOMA 端末聞の通信を度を表示 C お買い上げ時） 

AT & E 1 回 

OK 

AT&F 

現在の設定をお買い上げ時の状態に戻しまず。 

通信中し実わずると、回撮を切断 （ RMOCARWER 」 を表 tjO してか6戻しまず。 

AT&F 回 

OK (オフライン時） 
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上段：コマンド下段：実行例 

説明 

冉 T&S<n>《i 

DTE へ出力ずるデークセットレディ （DR) 信号の制御を設ちしまず。 
n 二日：常に曰 N (お買い上げ時） n 二1:接続時に ON 

冉 T&S 日回 

0K 

AT&W 

現在の設をを FOM 冉端おこ記録しまず。 

冉下& \A/0 

OK 

冉 T ホ DANTE 

FOM 冉端ホの受信レペルを r* DANTE : <n>J のお式で表示しまず。 
n=0 :圏外 n=1 : FOMA 端ホのち信レベルのアン了ナが〇または1本 

n 二2 : FOM 冉端末のを信レベルのアンテナが2本 
n 二3 : FOM 冉端末のを信レベルのアンテナが3本 

AT* DANTE 二？：表示可能な値のリストを表示 

冉 T ホ D 冉 NTE0 
* DANTE :3 

OK 

冉 T ホ DGANSM 二く n>*2 

パケット着信呼に巧ずる着信拒否/許巧を設定しまず。 
n=0 :着信拒否設定 OFF、 着信許可設定 OFF 〔お買い上げ時） 
n=1 :着信拒否設定 ON n=2 :着信許可設定 ON 

AT*D6ANSM? :現在の設定を表示 AT * DC3ANSM 二？：設定可能な信のリストを表示 

冉 T ホ DGANSM 二〇囚 

OK 

冉 T ホ DG 冉 PL 二 <n> 

[，く cicl>] 

パケット着信呼に巧して着信を許可ずる接続先（冉 PN) を設をしまず。冉 PN は +CeDC 日 NT 

コマンドでを義した <cicl> を使用しまず。 

n=0 :着信許巧リストし追如 n=1 :着信許可リストサら削除 

<cid> を +CGDCONT コマンドで定義していない場合でち，リストへ追如/削除しまず。 
<cid> を省略した場合は、ずべてのく ci 日>をリストに追加/削除しまず。 

AT*De 冉 PL? :現在の設定を表示 冉 T ホ DGAPL 二？：設を可能な値のリストを表示 

AT ホ DG 冉 PL 二日， lEl 

OK 

冉 T ホ DG 冉 RL 二 <n> 

[，く cid>] 糾 

パケット着信呼に巧して着信を拒否ずる接続先 C 冉 PN) を設をしまず。冉 PN は +CeDCONT 
コマンドでを義した <cicl> を使用しまず。 

n 二0 :着信拒否リストに追祀 n 二1:着信拒否リストから削除 

<cid> を +CeDCONT コマンドで定義していない場合でも.リストへ追如/削餘しまず。 
<cid> を省略した場合は、ずべての <cicl> をリストに追加/削除しまず。 

冉 T^DGARL? :現在の設定を表示 AT キ D6ARL 二？：設定司■能な値のリストを表示 

AT ホ DG 冉 RL 二日，1回 

OK 

AT ホ DGPIR 二く n>《2 

パケット通信確立時の発信者番号通知を設ちしまず。発信時、着信時に有劾でず。 
n=0 : APN にそのまま接続（お買い上げ時） n=1 : APN に184を巧けて接続 
n=2 : APN に186を付けて接続 

ダイトルアップネットワークでも通巧/非通巧を設をした場合^ P1 7 

AT*DGPIR? :現在の設をを表示 AT*DeP 旧二？：設定可能な信のリストを表示 

冉 T ホ DG 円 R 二〇回 

OK 

冉 T ホ DRPW 

F 日 M 冉端ホが受信ずる電液の受信電力指標を表示しまず。 

AT*DRPW 二？：表术司■能な信のリストを表术 

AT ホ DRPW 回 
ホ DRPW : 0 

OK 

AT+C 冉 OC 

直前通話料金を表示しまず。 

冉 T+C 冉 ocEl 
+CAOC : "000024" 

OK 

AT+C 己 C 

F 日 M 冉端末の電池残量を r+CBC : <bcs>.<bcl>J の形式で表示しまず。 

bcs 二日：電池パックから電源の巧おあり bcs 二1:電池パックか6電源の供給なし 

bcs 二2 :電池パックが取りホされている bcs 二3 :電源供給エラー 

bcl=0 :電池残量なしまたは電池パックが取リかされている bcl=1 〜100 :電弛残量あり 

AT+CBC 二？：表示司■能な信のリストを表示 

冉 T+C 巨 C0 

十 CBC : 0,100 

OK 

冉 T+C 巨 ST 二 <n>，1, 〇※ 1 

利巧ずる回撮を設をしまず（ペアラサービスの設を)。 

n=116 : 64K データ通信（お買い上げ時） n=134 : 64K ァレビ電話 

AT+CBST? :現在の設をを表示 冉 T+CBST 二？：設定可能な値のリストを表示 

AT+C 巨 ST 二 11 民 1.0 回 

OK 

冉 T+CDIP 二 <n>*i 

パケット着信および 64K データ着信時のサブアドレスの通知の有無を設ちしまず。また.マル 
チナンバーの契約状況を確認できまず。 

n=0 :サブアドレスを表示しません。（お買い上げ時） n=1 :サブアドレスを表示します。 

m=0 :マルチナンパー未契約 m=1 :マルチナンバー契約中 

冉 T+CDIP? : r+CDIP: く n> ，く m>」 のお式で現在の設走とが態を表示 

AT+CDIP 二？：設を可能な值のリストを表示 

冉 T+CDIP 二0回 

OK 

冉 T+CEER 

直前の切断理由を表示しまず。 

切断理由一覧^ド31 

冉 T+CEER 回 
+CEER : 36 

OK 

冉 T+CGDCONT^^ 

パケット通信の接続を C 冉 PN) を設定しまず。 -P32 

一 P32 
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上段：コマンド下段：実行例 

説明 

冉 T+CGEQMIN 糾 

パケット通信確立時にネットワーク側か6通化される QoS C サービス患質）を許容寸るかの 
判定基準を設ましまず。 - P 32 

一 P 32 

AT + CeEQREQ -》2 

パケット通信発信時にネットワークへ要求ずる QoS (サービス品質）を設定しまず。 ^ P 33 

一 P 33 

AT+CGMR 

FOM 冉端末のバージョンを表示しまず。 

冉 T + CGMR 回 
12:34567890123456 

OK 

冉 T + CGREG 二 < n>*i 

ネットワーク登録状態（圏内/圏ホ）を通知ずるかを詰をしまず。 
n =0 :通がなし（お買い上げ時） 

n 二1:圏内から圏外または圏外か6圏内へ移動骑 「+CeREG : < stat > J のお式で遅お 
stat 二日：パケット圏外 stat 二1:パケット圏内 stat 二4 :不明 

stat 二5 : バケッ ト圏内（:国隙□—ミング中） 

AT + CGREG ? : r + CGRE 6 : < n > .く s ほ t >」 のお式で現在の設定とが態を表示 
冉 T + CGREG 二？：設定可能な值のリストを表示 

冉 T + CGREG 二0回 

OK 

AT+CGSN 

FOMA 端末の製造番号を表示します。 

冉 T + cesN 回 
12:3456789012345 

OK 

冉 T + CU 戶二 < n>《i 

64 K データ通信着信時、相手の発信を番号をパソコンに表示ずるかを設ちしまず。 
n =0: リザルトを表71^しない（お買い上げ時） n =1 :リザルトを表 tjtT る 

m =0 :番号を通巧しない NW 設定 
m 二1:番号を通おずる NW 設定 m 二2 :不明 

AT + CLIP ? : r+CLIP : < n >.< m > J のお式で現在の設をと状態を表示 

AT + CUP 二？：設を可能な值のリストを表示 

冉 T+CLIP 二0回 

OK 

冉 T + CUR 二 < n >《2 

64 K データ通信発信時の発信を番号通知を設ちしまず。 

n =0 : FOMA 端末の発信を番号通知設定し従う n =1 :通知しない 

n 二2 :通知ずる C お買い上げ骑） 

m 二日： CUR はホ起動 C 常時通お） m = l : CUR は起動 C 常骑非适知]) 

m =2 :不明 m =3 : CUR テンポラリーモード（非通巧デフォルト） 

m 二4 : CUR テンポラリーモード C 通知]デフォルト） 

冉 T + CUR ? : r+CLIR : < n >,< m > J のお式で現在の設定とが態を表示 

AT + CLIR 二？：設を可能な値のリストを表示 

AT + CLIR 二2回 

OK 

AT+CMEE 二く nX》l 

FOMA 端末のエラーレポートの有無を設ちします。 

n =0 :リザルトコードを使用せずし 「 ERROR 」 を表术（お買い上げ時） 

n 二1:リザルトコードを使用し1数字で理由を表示 

n 二2:リザルトコードを使用し1奠巧字で理由を表示 

n =1 または n =2 に設定すると、 r+CME ERROR : XXXX 」 のお式で理をを表示します （xxxx 
には.数字または英文字が表示されまず)。 - P 32 「エラーレポートー覧」 

AT + CMEE ? :現在の設をを表示 冉 T + CMEE 二？：設定可能な値のリストを表示 

冉 T + CMEE 二0121 

OK 

冉 T+CNUM 

F 日 MA 端ホの自局電話香号を r+CNUM ; く numbe た".<かが>」のお式で表示しまず。 
number :自局電話番号 （2 in 1 が B モード時は B ナンバーを、それ W 外は A ナンバーを表 tjO 
tyDe =129 :国際アクセスコード+を含まない 
type 二145 :国際アクセス〕ード+を含む 

AT+CNUM 回 

+CNUM :，"〇 90 XXXXXXXX ". 

129 

0 K 

冉 T+C 日 PS 二く n >.2. 

く ope 「>&2 

接揣ずる通信事業者の横索ちまを設をしまず。 

n =0 :才ート（お買い上げ時） n =1 :マニュアル n =3 :マッピングしない 

n 二1に設定した場合は、く ope 「> に PLMN Number を16進数で設定しまず。 

AT + COPS ? :現在の設走を表示 冉 T + COPS 二？：設定可能な値のリストを表示 

冉 T + COPS 二日 巨] 

0 K 

冉 T + CP 冉 S 

F 日 M 冉端ホがホ部磯器に冉 T コマンドを送受信できるかを 「+ CP 冉 S : く n >」 のお式で表示し 
まず。 

n =0 :可能 n =1 :不可能 n =2 :状態不明 n =3 :可能かつ着信中 

n =4 :司■能かつ通信中 

冉 T + CP 冉 S 二？：表示可能な値のリストを表示 

AT+CPAS 回 
+ CPAS :0 

0 K 
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上段：コマンド下段：実行例 

説明 

冉 T+C 円 N 二" く pin >||， 
"< newDin >" 

円 N 1コード曰 N 時，円 Ml / 円 N 2コードや PIN □ック解除コードの人力が必要な場台に入力し 
まず。円 N □ック解陈〕ードの入力が必要な場合は、く newDin > に新しい円 N 1/ PIN 2〕ー ド 
を入力しまず。円 M 1/ PIN 2〕ー ドの入力げ要求されているときしく new が n > を入力しても 1 
円 N 1/円 N 2コードの蛮要はできません。 

n=READY :コード入力の要求なし n=SIM PIN :円1\11コード入力待ち 

n 二 SIM 円 N 2 : PIN 2 コード入力待ち 

n 二 SIM PUK :円 N 1□ック解除失敗により円 N □ック輯除コード入力待ち 
n=SIM PUK 2 :円 N 2□ック解除失おにより PIN □ック解除コード人力待ち 
冉 T + C 円 N ? :現在の要求されているコードを 「+ C 円 N : < n > J のお或で表示 

冉 T + C 円 N 二"000日"回 

OK 

冉 T + CR =< n > み1 

接続時に 「 CONNECT 」 が表示される前に、通信の種別を表示ずるかを設走しまず。 
n 二0 :表术しない C お買い上げ骑） n 二1: r+CR : < se 「\/>」 の形式で通信の種別を表术 

serv 二 GPRS :パケット逼信 serv 二 SYNC : 64 K デー ク通信 

serv = AV 64 K : 64 K テレビ電話 

AT + CR ? :現在の設定を表示 AT + CR 二？：設を可能な信のリストを表示 

AT + CR 二日回 

OK 

冉 T+CRC 二く が1 

着信時に + C 网 NG のリザルトコードを使用ずるかを設定しまず。 
n 二0 :使用しない C お買い上げ日き） 

n 二1: 「+ C 网 N 日： < type > J のリザルトコードを巧巧ずる 

tyDe=GPRS " PPP "..."< APN >" : パケット通信 tyDe=SYNC : 64 K デー タ通信 

type 二 AV 64 K : 64 K テレビ電話 

冉 T + CRC ? : 現在の設定を表示 冉 T + CRC 二？：設を可能な值のリストを表を 

冉 T + CRC 二0回 

OK 

冉 T + CREG 二く nX》l 

ネットワーク登録状態（圏内/圏ホ）を通知ずるかを設ちしまず。 
n =0 : 通がなし（お買い上げ時） 

n 二1 : 圏内から圏外または圏かから圏内へ移動時 「+ CRE 日：く S ほ t >」 のお或で通が 
stat 二日：音声圏外 stat 二1 : 音舌圏内 stat 二4 : 不明 

stat =5 : 音声圏内（国際 □- ミング中） 

冉 T + CREG ? : r+CREG : < n >,< stat > J のお式で現在の設走と状態を表示 

AT + CREC 3 二？：設走可能な値のリストを表示 

冉 T + CREG 二0 囚 

OK 

冉 T+CUSD 二 < n >;< str>||》i 

ネットワークサービスの追她サービス （ USSD 登録）を設定しまず。く str > には、ドコモか6 

通知されたサービスコードを人力しまず。 

n =0 : 中間リザルトを応答しない（お買い上げ時） 

n 二1 : 中圍リザルトを 「+CUSD : < m >. "< str >",0 J のお式で応答ずる 

m 二0 : 情報の要求なし m 二1 : 情報の要求あリ 

AT + CUSD ? : 現在の設走を表示 AT + CUSD 二？：設定可能な信のリストを表示 

冉 T+CUSD 二日."0に345日 78" 

回 

OK 

冉 T+FCLASS 二く n>&’i 

F 日 M 冉端ホがサポートずる通信種別を設走します。 
n =0 :データのみサポート（固定値） 

AT + FCLASS ? :現在の設走を表示 冉 T + FCLASS 二？：設定可能な値のリストを表示 

AT + FCLASS 二日 巨] 

OK 

冉 T+eCAP 

F 0 M 冉端末でサポートしている AT コマンドの範囲を 「+ GC 冉 P :< n >」 のお式で表おしま 
す。 

n=+CGSM : GSM コマンドをサポート（一部のみサポートの場合を含む） 
n 二 +FCLASS : + FCLASS 〕 マンドをサポート n 二 +W : + W コマンドをサポート 

冉 T+eCAP 回 
十 GCAP : 

+ CeSM .+ FCLASS , 

十 W 

OK 

冉 T+GMI 

F 日 M 冉端ホのメーカをを表示しまず。 

冉 T+eivii 回 

FUJITSU 

OK 

冉 T 十 GMM 

F 日 MA 端ホの機種名を表示しまず。 

AT+GMM 

FOMA FOIE 

OK 

AT+GMR 

F 日 MA 端ホのバージョンを表示しまず。 

AT +6 MR 0 

Verl.OO 

OK 

AT+IFC 二 < n . m>《i 

パソコンと F 0 M 冉端末園の□ーカルフ□一制御ち或を設ちしまず。 

n 、 m =0 :フ □- 制御を行わない n 、 m =1 : XON / XOFF フ□-制御をわう 

口、 m =2 : RS/CS ( RTS / CTS ) フ□-制御を行う（お買い上げ時） 

冉 T + IFC ? ; r+IFC : < n > ，く m >」 のお式で現在の設定を表示 Cn は DCE by DTE , m は DTE 
by DCE の値を示ず） 

冉 T + IFC 二？：設を可能な值のリストを表を 

AT+IFC 二 2.2 回 

OK 
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上段：コマンド下段：実行例 

説明 

冉 T + WS 46 二く n>《-i 

発信時に使用ずる無撼ネットワークを n の值で表示しまず。 

変更はできないので、 AT + WS 46=< n 〉 と人力すると、 ERROR を返しまず。 
n 二12 : GSM ネットワーク n 二の： 36ネットワーク CF 0 MA ) 
n 二25 : GSM および36ネットワーク （ FOMA ) (固定值） 

AT + WS 4 目？：現在の設定を表示 冉 T + WS 46 二？：設定可能な値のリストを表示 

冉 T¥S 

AT¥S 回 

E 1 Q 0 V 1 X 4 & C 1 & D 2 
& S 日■■-冲略） 

5104=001 

OK 

現在設をされているをコマンドと S レジスタの内容を表示しまず。 

AT ¥ V < nX》l 

AT ¥ V 0 

OK 

接揣時の拡張リザルトコードの使苗を設ちしまず。 
n =0 :拡張リザルトコードを使用しない（お買い上げ時） 
n 二1:拡張リザルトコードを使用寸る 

十十十 

+++(非表示） 

0 K 

通信中に人力ずると.オンラインデークモードか6オンラインコマンドモードに移巧しまず。 
エスケープガード区圖は1秒の固定信でず。 


SW コマンドで FOMA 端末に記録されます。 

※吕 SF および Z コマンドによる I 」セツトは行われません。 

《3 SW コマンドを使用する前に Z コマンドを実行すると、最媛に記録した状態に戻り、それまでの変更内容 
は消去されます。 

♦切曲理由一質 


■パケット通信 


値 

理由 

26 

27 

八 PN が存在しないか、または正しくありません。 

30 

ネットワークによって切断されました。 

33 

ハ°ケット通信の契約がされていません。 

36 

正常に切断されました。 


■ 64 K データ通信 


値 

理由 

1 

指定した番号はを在しません。 

16 

正常に切断されました。 

17 

相手側が通信中のため、通信ができません。 

18 

発信しましたが、指定時間内に応答がありません。 

19 

相手側を呼び出しましたが応答がありません。 

21 

相手側が着信を拒否しました。 

63 

ネットワークのサービスおよびオプションが有効ではありません。 

6己 

提供されていない処理速度を指定しました。 

88 

端未属性の異なる端ホに発信したか、または着信を受けました。 
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♦エラーレポートー覽 


数字表示 

文字表示 

理由 

10 

SIM not inserted 

ドコモ UIM カードがセツトされていません。 

1己 

SIM wrong 

ドコモ外の SIM 〔ドコモ UIM 力ードに相当するに力ード）が挿人さ 
れています。 

16 

incorrect password 

パスワードが闇違っています。 

100 

unknown 

不明なエラーです。 


♦ AT コマンドの捕足説明 


• <cid> は、 FOM 冉端ホ内に登録するパケット通信での接続先（冉 PN) を管理する番号でず。 FOMA 端末で 
は「1〜10」び登録でさまず。 

• お買い上げ時、 cidl、 3、4には次のよラに登録されています。 
cidl : mopera.net (接続先 mopera U、PPP 接続） 
cid3 : mopera.net (接続先 mopera U、IP 接続） 
cid4 : mpr.ex-pkt.net (接続先 m 叩 era U、PPP 接続、1 28K 通信） 

- <APN> は接続先をおす接続ごとの任意の文字列です。 

■ コマンドち： + CGDC 0 NT = [パラメータ] 

-概要 

パケット通信の接続先 （APN) を設定します。 

-書式 

十 CGDC0NT 二 [く cid> [,"<PDP_TYPE>" [."<APN>"]]] 

-パラメータ説明 
<cid> ;1〜10 
<PDP_TYPE> : IP または PPP 
<APN> :任意 
-実行例 

PPP 接続の rabc」 という APN 名を登録する場合のコマンド （<cicl> 二巳の場合） 

AT+ 巳 GDC0NT 二已. "PPpi’/abc" 回 
0K 

-パラメータを省略した場合の動作 

AT+CGDC 曰 NT 二：すべてのく cicl> をお買い上げ時の状態に戻します。 

AT+ 巳 GDC0NT 二く cid> :指定したく cicl> をお買い上げ時の状態に戻します。 

AT+CGDC 曰 NT? :現在の設定を表おします。 

AT+CGD 巳 0NT 二？：設定可能な値のリストを表おします。 

■コマンドを： + CGEQMIN = [パラメータ] 

-概要 

パケット通信確立時にネットワーク側から通知される曰 oS (サービス品質）を許容するかの判定基準を設定 
します。 

• 書式 

AT+ 巳 GEQMIN 二 [<cid> [,,<Maximum bitrate UL> [,<Maximum bitrate DL>]]] 

-パラメータ説明 
<cid> : 1 〜 10 

< Maximum bitrate UL> :なし（お買い上げ時）または己76日 
< Maximum bitrate DL> :なし（お買い上げ時）または7,232 

义 く Maximum bitrate UL> およびく Maximum bitrate DL> では、 FOMA 端末と基地局間の上りおよび 
下りの最大通信速度 （kbps) を設定します。「なし（お買い上げ時)」に設定した場合は、すべての速度 
を許容しますび、「已，760」および「7,232」を設定した場合、これらの速度 UTF の接続は許容されない 
ため、パケット通信び接続されない場合びありますのでごま意ください。 
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-実行例 

-上りと下りですベての速度を許容する場をのコマンド （< cid > 二日の場を） 

冉 T + 巳 GEQMIN 二己巨] 

0 K 

■上り已，7巨日 kbps 、 下り7,232 kbps の速度のみ許容する場合のコマンド （< cid > 二巨の場合） 

AT + 巳 GE 日 MIN = 巨,,已760,7232121 
0 K 

■上り己7巨 0 kbps 、 下りすベての速度のみ許容ずる場台のコマンド （< cid > 二7の場合） 

冉 T + 巳 GE 日 MIN =7,, 已760回 
0 K 

■上りすベての速度、下り7,232 kbps の速度のみ許容ずる場合のコマンド （< cicl > 二8の場を） 

冉 T + 巳 GE 日 MIN 二8,1,7232回 
0 K 

-パラメータを省略した場合の動作 

AT + 巳 GEQMIN 二：すべてのく cid > をお買い上げ時の状態に戻します。 

AT + CGEQMIN 二 < cid > :指定した < cid > をお買い上げ時の状態に戻します。 

AT + CGEQMIN ? :現在の設定を表示しまず。 

AT + 巳 GEQMIN 二？：設定可能な値のリストを表示します。 

■ コマンドち： +CGEQREQ= [パラメータ] 

-概要 

パケット通信の発信時にネットワークへ要求する日 oS (サービス品質）を設定しまず。 

-書式 

AT + 巳 GEQREQ 二 [< cid >] 

-パラメータ説明 

上り白4〜已 ,760 kbps 、 下り巨4〜7,232 kbps の速度で接続を要まするコマンドのみ設定できまず。各 
< cid > にはその内容びお買い上げ時に設定されています。 

< cid > :1〜10 

-実行例 

(< cicl > 二3の場を） 

AT + CGEQREQ 二3回 
0 K 

-パラメータを省略した場合の動作 

AT + CGEQREQ 二：すべてのく cid > をお買い上げ時の状態に戻します。 

AT + 巳 GEQREQ 二 < cicl 〉 ：指定した < cid > をお買い上げ時の状態に戻します。 

AT + CGEQREQ ? :現在の設定を表おします。 

AT + CGEQREQ 二？：設定可能な値の U ストを表おします。 

♦ U ザルトコード 


• ATV コマンドび n 二1〔お買い上げ時）に設定されている場台は英文宇、 n 二0の場合は数字で U ザルトコード 
び表示されます 。 -^927 

■ リザルトコード 


数字表示 

文字表示 

意味 

0 

0 K 

正常に実行しました。 

1 

CONNECT 

相手と接揣しました。 

2 

RING 

着信しています。 

3 

NO CARRIER 

回線が切断されました。 

4 

ERROR 

コマンドを受け付け6れません。 

6 

NO DIALTONE 

ダイヤルトーンのお出ができません。 

7 

BUSY 

話中音の横出中です。 

8 

NO ANSWER 

接輪完了ろイムアウト。 

100 

RESTRICTION 

ネットワークが規制中です（通信ネットワークが混雑しています。 
しば6 くたってか6接続し直してください)。 

101 

DELAYED 

リダイ中ル発信規制中です。 
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■ J 広張リザルトコード 
- AT & E コマンドが n =0 に設定されている場合 


数字表示 

文字表示 

FOMA 端末一基地局間の接続速度 

122 

CONNECT 64000 

64000 bps 

125 

CONNECT 384000 

如400日 bps 

133 

CONNECT 3648000 

光480日 0 bps 

135 

CONNECT 7232000 

723200 0 bps 


• AT & E コマンドが n = l に設定されている場合 


数字表示 

文字表示 

FOMA 端末ーパソ〕ン間の接続速度 

己 

CONNECT 1200 

1200 bps 

10 

CONNECT 2400 

2400 bps 

11 

CONNECT 4800 

4800 bps 

13 

CONNECT 7200 

7200 bps 

12 

CONNECT 9600 

9600 bps 

15 

CONNECT 14400 

14400 bps 

16 

CONNECT 19200 

19200 bDS 

17 

CONNECT 38400 

郎400 bps 

18 

CONNECT 57600 

日 7 酣 0 bps 

19 

CONNECT 115200 

115200 bps 

20 

CONNECT 230400 

230400 bps 

21 

CONNECT 460800 

460800 bps 


《従来の RS -233 C で接続するモデムとの互換性を保つため通信速度を表示しますび、 FOMA 端末ーパソコン 
間は US 日ケーブルや团 uetooth 機能で接続されているため、実隙の接続速度と異なります。 

■ 通信プロトコルリザルトコード 


数字表示 

文字表示 

意味 

1 

PPPoverUD 

目 4 K デー女通信で接揣（巨 C 二 UDI 、 十 C 巨 ST 二116,1.日） 

3 

AV 64 K 

目 4 K テレビ電話で接揣 

己 

PACKET 

パケツト通信で接揣 


■ リザルトコード表示例 
ATXO び設定されているとき 

AT ¥ V コマンドの設定に関わらず、接続完了の際に 「 CONNECT 」 のみ表示されます。 
文字表お例 ： ATD * 日日** * 1# 

CONNECT 

数字表示例 ： ATD * 日日***]# 

1 

ATX 1 び設定されているとき 

• ATX 1、 AT¥VO (お買い上げ時）び設定されている場を 
接続完了時に、に ONNECT く FOMA 端末ーパソコン間の速度>」の書式で表示しまず。 
文字表示例 ： ATD * 目目***1# 

CONNECT 460800 
数字表示例 ： ATD * 目9 * * * 1# 

121 
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ATXl 、 AT ¥ V 1 び設定されている場合ぷ 1 
接続完了時に、次の書式で表おします。 

に ONNECT く FOMA 端末ーパソコン間の速度>く通信プロトコル>く接続先 APN >/く上り方向 （FOMA 
端末^無線基地局間）の最高速度>/く下り方向（ド01\/14端末^無線基地局間）の最高速度>」《2 
文字表示例 ： ATD * 目9 * * * 1# 

CONNECT 460800 PACKET mopera . net / 己7目0/7232 
( mopera . net に、上り最大巳，7巨 Okbps 、 下り最大7,232 kbps で接続したことを表します。） 

数字表示例 ： ATD * 目9 * * * 1# 

121己 

ATX 1、 AT ¥ V 1 を同時に設定した場合、ダイヤルアップ接続び正しくできないことびあります 。 AT 
¥ VO だけでのご利用をおすすめします。 

《2 AT ¥ V ] び設定されている場合、く接続先冉 PN > Lii 降はパケットで接続している場合のみ表示されま 
す。 
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